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 『ア フ リカ の緑 の 丘 』 （Green Hills of Africa）1第 二 部 「追 跡 の 追 憶 」 の第 一 章 の結 末 で 、 主 人

公 （作 者 ） と そ の妻 が 美 男 子 と は誰 か 、 美 人 と は誰 か に つ い て議 論 を交 わ して い る。

"Well
, who's handsome to you?" 

"Belmonte and Pop . And you." 
"Don't be patriotic

," I said. "Who's a beautiful Woman?" 
"Garbo ." 2 
"Not any more . Josie is. Margot is." 
"Yes

, they are. I know I'm not." 
"You're lovely ." (65)

 二 人 の 会 話 で 美 人 の 一 人 に あ げ ら れ て い る マ ー ゴ ッ ト （Margot） は 、 も ち ろ ん 「フ ラ ン シ ス ・マ

コ ー マ ー の 短 い 幸 福 な 生 涯 」 （“The Short Happy Life of Francis Macomber” ）3の 女 主 人 公 で 、

主 人 公 マ コ ー マ ー の 妻 マ ー ガ レ ッ ト （Margaret） の こ と で あ る 。 確 か に 、 彼 女 は こ の 物 語 の 中 で 、

話 題 に の ぼ る ほ ど の 美 人 と し て 描 か れ て い る 。 例 え ば 、 “Mrs. Macomber...was an extremely

handsome and well－kept woman of the beauty and social position which had, five years before,

commanded five thousand dollars as the price of endorsing, with photographs, a beauty product

which she had never used.” （5－6） と い う描 写 か ら 、 ま た “Margot was too beautiful for

Macomber to divorce her....” （18） や “She had a very perfect oval face....” （8） と い う 表

現 か ら、 彼 女 は 話 題 の 対 象 と な る の に ふ さ わ し い 美 貌 の 持 ち 主 で あ る こ と が わ か る で あ ろ う 。

 バ ー ニ ス ・カ ー ト （Bernice Kert） が “In appearance, Margot Macomber with her perfect

oval face...is without doubt modeled after Jane.”4と 明 言 し 、 ケ ネ ス ・ リ ン （Kenneth Lynn）

が 、 “...the wonderful handsome, perfectly oval－faced Margot is the spitting image of Jane

Mason.”5と 断 言 し て い る よ う に 、マ ー ゴ ッ ト は ア ー ネ ス ト ・ヘ ミ ン グ ウ ェ イ （Ernest Hemingway）

が1930年 代 の 一 時 期 恋 愛 関 係 に あ っ た ジ ェ ー ン ・メ イ ソ ン （Jane Mason） を 基 に し て 作 り 出 さ れ た

人 物 で あ る 。6ヘ ミ ン グ ウ ェ イ 自 身 は マ ー ゴ ッ トが そ の 当 時 知 っ て い た 最 低 の 悪 女 か ら 手 が か り を

得 て 、 完 全 に 作 り上 げ ら れ 、 想 像 さ れ た 人 物 で あ る と し て ジ ェ ー ン ・メ イ ソ ン の モ デ ル 説 を 打 ち 消

し て い る 。 し か し 、 今 日 ジ ェ ー ン ・メ イ ソ ン の プ ロ ト タ イ プ 説 を 否 定 す る 人 を 見 つ け だ す こ と は む

ず か し い で あ ろ う 。

 ヘ ミ ン グ ウ ェ イ 夫 妻 は1931年9月 に イ ル ・ ド ・ フ ラ ン ス 号 で フ ラ ン ス か ら ニ ュ ー ・ ヨ ー ク へ 向 け

帰 国 す る 途 中 、 船 中 で 友 人 の ド ナ ル ド ・オ グ デ ン ・ス チ ュ ア ー ト （Donald Ogden Stewart） 夫 妻 か



らジ ェ ー ン ・メ イ ソ ン と そ の夫 グ ラ ン ト ・メ イ ソ ン （Grant Mason） を紹 介 さ れ た 。 ジ ェ ー ン は 当

時22歳 で あ っ た が 、 大 き な青 い 目 と完 全 な卵 形 の 美 し い顔 立 ち を し て お り、 よ く均 整 が とれ て 、 曲

線 が 美 し く、 背 が 高 め の ほ っ そ りし た運 動 選 手 の よ うな 体 型 を して い た 。 彼 女 は女 優 の グ レ ー ス ・

ケ リー （Grace Kelly） の よ う な驚 くほ どの 美 人 で あ り、7『 日 は ま た 昇 る 』 （The Sun Also Rises,

1926） の ブ レ ッ ト・ア シ ュ レイ （Brett Ashley） の モ デ ル と され る ダ ブ ・トワ イ デ ン （Duff Twysden）

の よ う に セ ク シ ー で あ り、F.S.フ ィ ッツ ジ ェ ラル ド （Fitzgerald） 夫 人 の ゼ ル ダ （Zelda） の よ う に

奔 放 で あ った 。

 マ ー ゴ ッ ト と同様 に、 ジ ェー ンが化 粧 用 ク リー ム を推 薦 す るた め の 宣 伝 用 写 真 の モ デ ル と され た

人 物 で あ った 点 も、 彼 女 が い か に美 人 で あ っ た か の 証 しで あ る と同 時 に 、 マ ー ゴ ッ トの モ デ ル 説 を

裏 づ け る証 左 で もあ る。 マ ー ゴ ッ トの “...her dark hair drawn back off her forehead and

gathered in a knot low on her neck...” （10）の よ う に、 ジ ェ ー ン も赤 み が か っ た 金 髪 を真 中 か

ら分 け、 後 ろ に な で つ け て うな じで 束 ね て結 ぶ とい う地 味 な ヘ ア ス タ イ ル を し て い た 。 ジ ェ ー ン は

ダ ン スが 巧 み で あ っ た が 、 大 酒 飲 み で 、 向 こ う見 ず な ドラ イバ ー で あ り、 海 で は マ ー リ ン釣 り、 サ

フ ァ リで は大 物 狩 り、 ク レ ー ・ビ ジ ョ ン の す ぐれ た 射 手 で あ っ た とい う よ う に、 地 味 な髪 型 と は全

く対 照 的 に多 趣 味 で男 勝 りの活 発 な ス ポ ー ツ ウ ー マ ン で も あ っ た 。

 ジ ェー ンは1909年6月24日 に ジ ェ ー ン ・ウ ェ ル シ ュ （Jane Welsh） と して 生 ま れ 、8ニ ュ ー ・ヨー

ク市 北 部 の裕 福 な人 び とが 住 む タ キ シ ー ド ・パ ー クの 屋 敷 で 育 て られ た 。 彼 女 の母 親 が 再 婚 した と

き、 自分 の名 前 に ケ ン ダ ル （Kendall） とい う ミ ドル ネ ー ム を加 え た 。 ニ ュ ー ・ヨ ー ク の ブ ラ イ ア ク

リ フ ・ス ク ー ル で は、 彫 刻 と絵 画 の 才 能 を発 揮 し て い た 。 ジ ェ ー ン の 芸 術 に対 す る興 味 は 、 後 に ハ

ヴ ァナ で キ ュ ー バ の技 術 者 の作 品 を専 門 に扱 っ て い る ク ラ フ トシ ョ ッ プ に 彼 女 が 投 資 し た り、 ア ー

トギ ャ ラ リー を所 有 して 経 営 した りす る こ とへ 発 展 した 。 しか し、 彼 女 の 関 心 は芸 術 の 分 野 に 限 ら

な か った 。 とい うの も、 彼 女 は語 学 に も堪 能 で あ り、 三 か 国 語 を流 暢 に話 した か らで あ る。

 彼 女 は ワ シ ン ト ンD.C.の 社 交 界 で 二 度 デ ビ ュ ー し た が 、1927年 彼 女 が18歳 の と き 二 度 目 の デ

ビ ュー を果 た した 直 後 、 パ ン ・ア メ リカ ン ・エ ア ウ ェイ ズ の 創 立 者 で 、 カ リブ 地 域 の 支 配 人 で あ っ

た 富 豪 の グ ラ ン ト ・メ イ ソ ン と結 婚 した 。 夫 妻 はハ ヴ ァ ナ の 西 の 郊 外 に あ るハ イ マ ニ タ ス の 屋 敷 の

所 有 者 で あ り、 そ こで 豪 奢 な生 活 を送 っ た 。

 夫 妻 は1930年 代 の 初 め 、 イ ギ リス 人 の 男 児 を 二 人 養 子 に し、 ヘ ミ ン グ ウ ェ イ が 上 の 子 ア ン トニ ー

の名 付 け親 とな っ た 。 夫 の 鈍 感 な性 格 か ら彼 女 が 退 屈 し て し ま っ た た め 、 ま た 彼 女 自身 子 供 が で き

な か っ た た め、 彼 女 は二 人 の 子 供 を 養 子 に す る こ とに よ っ て 、 母 親 の 務 め に専 念 し よ う とし た 。 し

か し、彼 女 は母 親 業 に没 頭 す る こ とが で きず 、 結 局 二 人 の 子 供 を イ ギ リス 人 の 子 守 に直 ぐに預 け て

し まっ た 。 ジ ェ ー ン に は気 分 が 上 機 嫌 か ら落 胆 へ と急 に激 し く揺 れ 動 い て 、 きわ め て 情 緒 不 安 定 な

と こ ろが あ った 。 彼 女 の 息 子 に よ れ ば 、 彼 女 は車 の 事 故 を た び た び起 こ し、 気 分 の す ぐれ な い と き

が よ くあ り、 一 生 の 問 に あ ら ゆ る骨 を折 り、 あ ら ゆ る病 気 を し た とい う。

 1933年4月13日 に、 ヘ ミ ン グ ウ ェ イ は2か 月 に わ た るマ ー リン 釣 りの た めハ ヴ ァナ を訪 れ た 。 ま

もな く彼 の 妻 ポ ー リン （Pauline） が二 人 の子 供 バ ン ビ ィ （Bumby） とパ トリ ック （Patrick） を連

れ て ハ ヴ ァナ を訪 れ 、5月13日 まで 滞 在 した 。5月23日 の 夕 方 、 パ トリ ッ ク と子 守 の ア ダ ・ス タ ー

ン （Ada Stern） が キ ー ・ウ ェ ス トか ら フ ェ リー で ハ ヴ ァナ に戻 り、 残 留 して い た バ ン ビ ィ とヘ ミン

グ ウ ェイ に合 流 した 。

 翌 日の 午 後 に息 子 の 話 を裏 づ け る出 来 事 が 起 こ っ た。5月25日 の 『ハ ヴ ァ ナ ・ポ ス ト』 （Havana

Post） 紙 は 、この 出 来 事 を次 の よ う に報 じて い る。ジ ェ ー ン は ヘ ミ ン グ ウ ェ イ の 息 子 バ ン ビ ィ とパ ト

リ ッ ク、 それ に彼 女 の3歳 に な る養 子 の ア ン トニ ー を大 型 の パ ッ カ ー ドの 後 部 座 席 に 乗 せ て 、 特 に

ど こへ 行 く とい う 目的 もな くハ ヴ ァナ 空 港 近 くの 狭 い 道 路 を ドラ イ ブ 中 、 反 対 方 向 か ら猛 ス ピ ー ド



で進んで きたバスを避 けようと道路 の端 に寄った ところ、路肩が崩れて彼女 の車 は土手か ら40

フィー ト下に三回ひっくり返 りなが ら落 ちて、さかさまになった状態で止 まった。9車 は大破に近

かったが、ジェーンと三人の子供たちは軽い打撲傷 とかす り傷 を負っただけで、車の前部座席の一

部開いていた窓からはい出して無事であった。

 全員が無事であったにもかかわらず、彼女はこの事故 に大きな精神的衝撃を受 けて、事故が自分

の過失ではなかったのかと再三自問 した。車の事故から数日後の6月 初め、彼女 はひどく意気消沈

し、彼女の邸宅の二階のバルコニーか ら飛び降 り自殺 を図って背骨を折ってしまった。10 彼女が 自

殺 を試みたのは、これが最初ではなかった。 これ までの自殺未遂は、いずれ もそれほど深刻ではな

かったので、 この ときまでは夫はその種の出来事のことを彼女に注意を向けさせようとするジェス

チュアにすぎない とみなす傾向があ り、特に驚 くことはなかった。 しかし、夫 は今回の状況につい

てはさすがに重大であると認識 し、船内で再び自殺が図 られないように工夫して、彼女 を汽船に乗

せてニュー ・ヨークの ドクターズ病院へ送 った。彼女 はそこへ5か 月間入院し、回復するまでに1

年間バ ック ・ブレースをつけていなけれ ばならなかった。脊柱の治療の他に、彼女はフロイ ト派の

著名な精神分析医ローレンス ・キュービィ （Lawrence Cuby） 博士の精神分析療法 を受けることに

もなった。11

 こまやかさに欠ける夫は、気分が激 しく揺れ動 き、 自殺未遂を繰 り返す妻が扱いにくくなったう

えに、そのような妻に関心を払おうともしなくなった。 そのため、彼女は自分 と同 じように冒険を

求め、彼女に惜 しみな く愛を与 えたハヴァナのアンボス ・ムンドス ・ホテルに宿泊 していた有名作

家 と接触 を持ち続けることができたのである。12ジ ェーンは後年四人 目の夫の死後、バーニス・カー

トの質問にヘ ミングウェイ とは結婚するばか りであったと答 えている。 もし二人があの当時互いに

結婚 していなかったならば、おそらく二人 は結婚 していたであろう、 とジェーンは語っている。二

人 の間には気 さくにからかいあうようなことがあったにしても、口論 など深刻な問題はなかった、

とジェーンは二人の間にいさかいがあったことを打ち消 している。

 ヘ ミングウェイ夫妻 は1933年8月 か ら1934年3月 まで、 ヨーロッパ を回ってか らアフリカヘサ

ファリに出か けた。13そ のため、ヘ ミングウェイがジェーンと再会するのは、1934年7月 まで待た

なければな らなかった。ヘ ミングウェイはこの年の5月 に釣船 ピラール号 を所有したので、6月 中

旬 にこの新造船 に乗って単独ハヴァナへ向け出港 し、10月26日 までキー ・ウェス トに帰港 しなかっ

た。 ピラール号 は7月18日 にハヴァナ港 に入港 したが、そのとき彼 は健康を取 り戻 してキューバに

帰っていたジェーンと再会 し、夏の間一緒に過 ごした。ハヴァナに入港 して間もな く、ポー リンが

ハヴァナに飛行機でやってきて数日間滞在した。彼女が到着 した翌 日、メイソン夫妻は新 しいクルー

ザーのハヴァナ港到着 を祝福するためにピラール号を訪れた。また、夫妻はポーリンと一緒 に、エ

ル ・パ シフィコという四階建てのエキゾティックなレス トランで、ヘ ミングウェイの35歳 の誕生日

を祝った。ポー リンが9月 に再びハヴァナへやってきた とき、ジェーンはタキシー ド・パークへ向

けて出発 していた。

 ジェーンは前年にヘ ミングウェイが楽 しんだアフリカの狩猟旅行 に刺激され、1934年 から35年 の

冬の間にアフリカヘサファリに出かけた。彼女 はロバー ト・ウィルソン （Robert Wilson）14の モデ

ルの一部 とされたガイ ドのブロール ・フォン ・ブ リクセン （Bror Von Blixen） 男爵15に 案内され

てライオ ンなど大物狩 りを試みた。ジェーンは冬期間長期 にわたって狩猟旅行へ出か けていたので、

ヘ ミングウェイは何か月間も彼女に会 うこともで きなければ、彼女からの便 りもなかった。その冬

のヘ ミングウェイの焦燥感の一部 は、二人が離れ離れになっていたことに加え、サファリの過程で

ジェーンと性的関係があった といわれるもう一人の男性、イギ リス人の リチャー ド・クーパー大佐

（Colonel Richard Cooper）16に ジェー ンが深い関心 を抱 き続けていたという事実によって引き起



こ され た 可 能 性 が あ る。

 この よ うな 事 情 か ら、 ヘ ミ ング ウ ェ イ は1935年 の4月14日 に マ グ ロ釣 り をす るた め に ピ ラ ー ル 号

に乗 っ て ビ ミニ に 向 か っ た 。 ビ ミニ で は 、 ヘ ミ ン グ ウ ェ イ 一家 は 大 富 豪 の マ イ ク ・ラ ー ナ ー （Mike

Lerner） か ら貸 与 さ れ た その 島 で 最 も豪 華 な屋 敷 に住 ん だ 。 家 族 が や っ て くる まで の 当 分 の 間 、 ヘ

ミン グ ウ ェイ は ジ ェ ー ン に ア フ リカ 狩 猟 旅 行 の こ と と、 彼 女 の ボ ー イ フ レ ン ドの ク ー パ ー 大 佐 の こ

とを話 して も らお う とす る他 に、一 緒 に 釣 りを し よ う と い う一 種 の 招 待 状 を ジ ェ ー ン宛 て に送 っ た 。

ジ ェー ンは ヘ ミン グ ウ ェ イ の 招 待 に応 じ、2、3週 間 後 ワイ ン と美 味 な 缶 詰 を持 参 し て ピ ラ ー ル 号

へ や っ て きた。 二 人 は ピ ラー ル 号 に乗 っ て マ グ ロ釣 りを 試 み た もの の 、 ジ ェ ー ンが ク ーパ ー 大 佐 の

こ とが 頭 か ら離 れ な か っ た こ とは 明 らか で あ っ た 。

 アー ノ ル ド・ギ ン グ リ ッチ （Arnold Gingrich） が 釣 りの 他 に 、 ヘ ミ ン グ ウ ェ イ の 最 新 作 を み せ て

も ら うた め と彼 か ら意 見 や 忠 告 を 求 め られ て い た た め ビ ミニ を訪 れ た 。 も っ と も、 ギ ン グ リ ッチ は

ヘ ミ ング ウ ェイ の 競 争 心 に嫌 気 が さ し て い た の で 、 釣 り につい て は あ ま り熱 心 で は な か っ た 。 ギ ン

グ リ ッチ は 『コズ モ ポ リ タ ン』 （Cosmopolitan） 誌 に掲 載 さ れ た 作 品 と 『エ ス ク ワイ ア 』 （Esquire）

誌 に売 られ た作 品 を み せ られ 、 自分 の 見 解 を述 べ た 。 彼 が 島 を 去 ろ う と し て い た 間 際 に 、 ポ ー リ ン

が 彼 を ジ ェー ン に紹 介 した 。 ジ ェー ンが 彼 と四度 目 の 結 婚 を す る こ と に な っ た の は 、 この と き の 出

会 いが きっ か けで あ っ た 。

 1936年 の3月 の 初 め に、 ジ ェ ー ンが キ ー ・ウ ェ ス トを短 期 間 訪 問 し た 。 彼 女 は ヘ ミ ン グ ウ ェ イ と

ジ ョー ジー ・ラ ッ セ ル （Josie Russell） が4月 末 に ピ ラー ル 号 で マ ー リン 釣 り をす るた め 、 キ ュ ー

バ へ行 く予 定 で あ る と き い た の で 、 彼 女 は5月 にハ ヴ ァ ナ で 合 流 し、 帰 路 の 釣 りの 旅 を一 緒 に した

い と申 し出 た 。 マ ー リ ン の釣 果 は乏 し か っ た が 、5月27日 に ピ ラ ー ル 号 は キ ー ・ウ ェ ス トへ 帰 港 し

た。

 ヘ ミン グ ウ ェ イ が 「フ ラ ン シス ・マ コ ー マ ー の短 い幸 福 な生 涯 」 を 執 筆 し て い た 最 中 の1936年 春

の 間 中 、 彼 は し ば し ば ジ ェ ー ン と会 う機 会 を み つ け て い た 。 しか し、 そ の 年 の4月 に ヘ ミ ン グ ウ ェ

イ は ジ ェ ー ン とひ どい 仲 た が い を し て し ま っ た 。 ヘ ミ ン グ ウ ェ イ が1932年4月 に キ ュ ーバ 海 域 の

マ ー リン釣 りに 引 き付 け られ る よ う に な り、 ジ ェ ー ン に もそ の 釣 り方 を教 え て い た 頃 か ら二 人 の 親

密 な 関 係 が 始 ま っ た 。 二 人 の 関 係 が 始 ま っ て か ら ち ょ う ど4年 目 に し て 、 二 人 の 間 に 軋 轢が 生 じ て

後 戻 りで き な くな っ て し ま った の で あ る。 二 人 が 不 和 に至 っ た 決 定 的 な 理 由 はみ つ け られ な い が 、

推 測 は い くつ か試 み られ よ う。例 え ば、二 人 の 疎 遠 は ジ ェー ン と ク ー パ ー 大 佐 との不 倫 の影 響 で あ っ

た か もしれ な い 。 あ る い は、 ヘ ミ ング ウ ェ イ 夫 妻 とチ ャー ル ズ・トン プ ソ ン （Charles Thompson）

が ア フ リカ ヘ サ フ ァ リに 出 か け た り、 釣 船 を建 造 し た り、 邸 宅 に プ ー ル を設 置 した り と、 ジ ェー ン

との 関 係 に気 づ い た ポ ー リ ンが 夫 を引 き と め よ う と あ れ こ れ 手 を 打 っ た 結 果 で あ っ た か も し れ な

い 。

 メ イ ソ ン夫 妻 は1938年 にハ ヴ ァナ か ら ワ シ ン トン へ 引 っ越 し た が 、 翌 年 二 人 は 離 婚 した 。 ジ ェ ー

ン は1940年 に弁 護 士 の ジ ョン ・ハ ミル トン （John Hamilton） と、1947年 に 『タ イ ム ／ ラ イ フ』 （Time／

Life） 誌 の ヨー ロ ッパ 支 部 長 兼 『ヘ ラ ル ド・トリ ビ ュ ー ン』 （Herald Tribune） 紙 の コ ラ ム ニ ス トで

あ った ジ ョー ジ ・ア ベ ル （George Abel） と、1955年 に ヘ ミン グ ウ ェ イ の 友 人 で 『エ ス ク ワ イ ア 』誌

の 編 集 主 幹 ア ー ノ ル ド ・ギ ング リ ッチ と各 々 結 婚 した 。1981年 に ジ ェ ー ン が 亡 くな っ た と き、 彼 女

の ベ ッ ドサ イ ドに は グ ラ ン ト ・メ イ ソ ン、 ア ー ノ ル ド ・ギ ン グ リ ッチ 、 リチ ャ ー ド ・クー パ ー 、 そ

し て ア ー ネ ス ト ・ヘ ミン グ ウ ェ イ の写 真 が 置 か れ て い た 。

 ヘ ミ ング ウ ェイ が1931年9月 に ジ ェー ン ・メ イ ソ ン と知 り合 っ て か ら1936年 の4月 に二 人 の 関 係

を 断絶 す る まで は、 彼 女 に悪 女 性 をみ つ け だ す よ う な兆 候 は全 くみ られ な か っ た 。 しか し、 二 人 の

関 係 の 断絶 後 は、 ヘ ミ ン グ ウ ェ イ は ジ ェ ー ン を 美 人 で あ るが 、 ガ イ ドの 白 人 ハ ン タ ー と情 を交 わ す



よ うな 不 実 な 女 マ ー ゴ ッ ト ・マ コー マ ー と して風 刺 的 に 描 き、 最 終 場 面 で は臆 病 な 人 間 か ら勇敢 な

人 間 に 豹 変 した 夫 の息 の 根 を とめ る とい う悪 女 と し て の 最 後 の仕 上 げ を彼 女 に させ た の で あ る。

 ヘ ミン グ ウ ェ イ は 『持 つ と持 た ぬ と』 （To Have and Have Not）17に 政 府 の大 立 者 か ら 同性 愛 者

まで 多 種 多 様 な人 物 を大 勢 登 場 させ て い る。大 勢 の 人 物 の 一 部 と して 、ヘ ミン グ ウ ェ イ は キ ー ・ウ ェ

ス トの 住 人 と彼 を訪 れ た こ との あ る来 客 を数 人 登 場 させ て い る。 そ の 数 人 の 登場 人 物 の 中 に は、 姿

を変 え て は い る が 、 メ イ ソ ン夫 妻 、 ジ ョン ・ ドス ・パ ソ ス （John Dos Passos） な どが 含 まれ て い

る。 ト ミー ・ブ ラ ッ ド リー （Tommy Bradley） とエ レ ー ヌ ・ブ ラ ッ ドリー （Helene Bradley） 夫

妻 は 、 グ ラ ン ト ・メ イ ソ ン と ジ ェ ー ン ・メ イ ソ ン夫 妻 に密 接 に基 づ い て作 り出 さ れ た 人 物 で あ る。

 エ レ ー ヌ ・ブ ラ ッ ド リー は 、 べ 一 ル で 覆 い 隠 され た ジ ェ ー ン ・メ イ ソ ンの 姿 で あ るが 、 ア ー ノ ル

ド ・ギ ング リ ッチ は、 原 稿 の段 階 で エ レ ー ヌ 夫 人 が メ イ ソ ン夫 人 で あ る こ と を容 易 に見 抜 い て い た

う え に、 ヘ ミ ング ウ ェ イが 彼 と ジ ェ ー ン との性 の 冒 険 に つ い て描 い て い た こ とに も十 分 気 づ い て い

た 。 ギ ン グ リ ッチ は メ イ ソ ン夫 人 に魅 せ られ 、 後 に彼 女 と結 婚 す る こ と に な った の で 、 彼 が 『持 つ

と持 た ぬ と』の 中 に認 め られ る エ レ ー ヌ の 性 格 描 写 に こ と さ ら敏 感 に な っ て い た こ とは 首 肯 で き る。

この よ うな 心 理 状 態 は、 彼 が エ レ ー ヌ の人 物 描 写 に つ い て ヘ ミ ン グ ウ ェ イ に注 意 を促 した とい う事

実 に如 実 に示 され て い る。 実 際 、 エ レ ー ヌ の 人 物 像 に関 して は 、 『持 つ と持 た ぬ と』の 出版 され た 版

で 描 写 され て い る こ と よ りも原 稿 で は は るか に多 くの こ とが 描 写 さ れ て い た。しか し、ヘ ミン グ ウ ェ

イ は ギ ン グ リ ッチ 、 そ れ にヘ ミ ング ウ ェ イ の 作 品 を 出 版 して い た ス ク リブ ナ ー ズ 社 の編 集 主 幹 マ ッ

ク ス ウ ェル ・パ ー キ ンズ （Maxwell Perkins） の 忠 告 を 受 け入 れ て 、 そ の ほ と ん どを 削 除 した。 し

か し、 彼 は 実 在 の 人 物 と虚 構 上 の 人 物 との 関 係 に つ い て 削 除 す る だ け で は彼 の 不 安 が お さ ま らな

か っ た 。 名 誉 棄 損 罪 で訴 訟 を起 こ され るの を恐 れ た た め 、 ヘ ミン グ ウ ェ イ は出 版 さ れ た 小 説 の扉 に

「ノ ー ト」 とい う形 で 、 “...there are no real people in this volume:both the characters and

their names are fictious. If the name of any living person has been used, the use was purely

accidental.” と い う否 認 文 を載 せ る こ と に した の で あ る 。

 虚 構 で は 夫 の トミー ・ブ ラ ッ ド リー は性 的 不 能 者 で あ り、 彼 の 妻 が 他 の 男 と情 を交 わ す 場 面 を と

き ど き 目撃 で き る 限 りは、 妻 が 己 の 肉体 的 欲 求 を満 足 させ るた め に誰 を求 め よ う と気 にす る こ と は

な い 。 しか も、 勇 敢 な人 物 に豹 変 す る以 前 の フ ラ ン シ ス ・マ コ ー マ ー の よ う に、 夫 は 気 が 弱 い性 格

の た め妻 の 尻 に敷 か れ て い る。

 妻 の エ レー ヌ は 背 が 高 く、 金 髪 で 、 顔 立 ち が 美 しい 、 胸 の 小 さ な女 性 で あ り、 つ や つ や した髪 を

頭 の 後 ろ へ な で つ け、 カ ク テ ル ガ ウ ン を後 ろへ 引 きず っ て い る。 腰 を振 って 歩 く姿 は 、 優 美 で 、 生

気 に あ ふ れ 、 セ ク シー で う っ と りさ せ る と こ ろ が あ る。 こ の よ う な エ レー ヌ の 容 姿 の 描 写 に は、

ジ ェ ー ン ・メ イ ソ ン の特 質 が 明 らか に認 め られ る。

 エ レ ー ヌ は 怠惰 な金 持 ち の 一 人 で あ り、 色 情 狂 あ る い は相 手 を選 ば な い 乱 交 者 な ど とい わ れ て お

り、 マ ー ゴ ッ トよ り も悪 女 性 が は るか に 強 い 女 性 と して 描 か れ て い る。 “Mrs. Bradley collected

writers as well as their books...” （150） と風 刺 さ れ て い る よ う に、 夫人 は意 気 地 の な い 夫 に露

骨 に不 貞 を働 き、 彼 女 の 恋 人 で あ る リチ ャ ー ド ・ゴ ー ドン （Richard Gordon）18に 夢 中 に な る。

 ゴ ー ド ン は 目下 の と こ ろ織 物 工 場 の 労 働 者 た ち の ス トラ イ キ に 関 す る小 説 を書 い て い るプ ロ レ タ

リア 作 家 で あ る。 しか し、 プ ロ レ タ リア 作 家 を 自任 して い る に もか か わ らず 、 彼 は 金 持 ち の 一 人 で

あ り、 実 生 活 で は退 廃 的 な生 き方 を して い る 。 ゴー ドン は ジ ョン ・ ドス ・パ ソ ス を モ デ ル に して描

か れ た 人 物 で あ る 。 しか も、 ゴー ドン は悪 意 を こ め て 風 刺 的 に描 か れ た ドス ・パ ソス で あ る。

 結 末 に近 い場 面 で 、 二 人 の 同 性 愛 者 の ヨ ッ トマ ンが ブ ラ ッ ド リー夫 妻 の こ とを批 判 して い るが 、

そ の うち の 一 人 は エ レ ー ヌ 夫 人 を売 春 婦 と呼 ん で い る。 も う一 人 は夫 の ト ミー の性 的 不 能 が 事 実 な



の か ど うか た ず ね る と、 相 手 か ら彼 は寛 大 な だ け で あ る と皮 肉 られ る。 そ れ か ら、 最 初 の 同性 愛 者

は、 ブ ラ ッ ドリー 夫 妻 を徹 底 的 に誹 謗す る。 “She represents everything I hate in a woman, and

Tommy Bradley epitomizes everything I hate in a man.” （229）

 最後 に 、 ハ リウ ッ ドの 映 画 監 督 の妻 は、 ブ ラ ッ ド リー 夫 人 を愚 か で 、 気 が よ くて 、 実 に利 己 的 な

悪 女 と呼 ん で 彼 女 の評 価 を締 め く くっ て い る。 しか し、 作 者 は 『持 つ と持 た ぬ と』 の ブ ラ ッ ド リー

夫 人 を、同 じ悪 女 で も悪 意 に満 ち た 描 き方 を して い る。「フ ラ ン シ ス ・マ コ ー マ ー の短 い幸 福 な 生 涯 」

で も、 作 者 は ジ ェ ー ン ・メ イ ソ ン を悪 女 マ ー ゴ ッ ト・マ コ ー マ ー と して 風 刺 的 に描 い て い る が 、 『持

つ と持 た ぬ と』 で は ジ ェー ン を エ レー ヌ と して 悪 意 に満 ち た とい う よ り も、 む し ろ敵 意 や 憎 悪 に 満

ち た 描 き方 を して い る と い え よ う。 こ の よ う な ジ ェ ー ンの 辛 辣 な 扱 わ れ 方 に は、1936年 の4月 に 、

ヘ ミング ウ ェ イ と ジ ェ ー ン との間 に 生 じた 苦 々 しい い さか い か ら、 二 人 が 断 絶 へ 至 っ た 一 連 の 出 来

事 の 影響 が 色 濃 く影 を落 と して い る とみ て よ い で あ ろ う。

                      注

1 『アフ リカ の緑 の丘』は1934年5月11日 に原 稿 が書 き始 め られ 、 同 年 の11月16日 に脱 稿 した 。原 稿 は

  1935年2月7日 に スク リブナ ーズ社 に送 られ た。 これ は 「ア フ リカ の高 原 」 （“The Highland of

 Africa” ） と題 され、 エ ドワー ド・シェ ン トン （Edward Shenton） の挿 絵 入 りで 『ス ク リブナ ー ズ ・

  マガ ジ ン』 （Scribner's Magazine） 誌 の1935年5月 号 か ら6回 に わ た って連 載 され た。 同年 の10月25

  日に 『ア フ リカ の緑 の丘 』 と改題 の う え、 単行 本 として 出版 され た。 この小 説 の 「前書 き」 に よれ

  ば、作 者 は この作 品で は人物 も出来事 も実在 す る もの で あ り、想 像 力 の作 品 と比 肩 で き るか どうか

  を知 るた め に絶対 的 に真 実 な本 を書 こ う としたの だ と主張 して い る。 この作 品 は事 実 性 とい う点 で

  は紀 行文 学 的要 素 を、全体 的 な構 成 の点 で は小 説的 な 要素 を同 時 に備 えた実 験 小説 とみ る こ とが で

  き る。

2 グ レタ ・ガ ル ポ （1905－90）の こ と。 スエ ー デ ン生 まれ の米 国 の 女優 。 マ ス コ ミ嫌 いで 、1941年 に引

 退 した。

3 「フ ラン シス ・マ コーマ ーの短 い幸 福 な生 涯 」 は1934年 末 に書 き始 め られ て 、1936年4月 に脱 稿 し、

  『コズ モポ リタ ン』誌 の1936年9月 号 に初 め て発 表 された 。1938年10月22日 に刊 行 された 『第 五 列

  と最初 の四 九短編 集 』 （The Fifth Column and the First Forty－nine Stories） に再録 され た 。 ア ラ

  リカでサ フ ァ リ中の若 い スポ ー ツマ ンで 富豪 の ア メ リカ人 、 フ ラ ン シス ・マ コーマ ー は深 手 を負 っ

 た ライオ ンの前 でパ ニ ック状態 に陥 り、 その場 か ら逃 げ出 す。 結 婚 して11年 に な るマ コー マ ー の妻

 マー ゴ ッ トは、 自分 の客が脱 兎 の ご と くラ イオ ンの前 か ら逃 げた 後 、勇 敢 に も近距 離 か らそ の ライ

 オ ンを仕 留 めた 口数 の少 ない 白人 ハ ンタ ーの テ ン トを真 夜 中 に訪 れ て、 夫 が臆 病 で あ る こ とに対 す

  る軽蔑 を示す 。 翌 日マ コー マー が恐怖 を克服 し、襲 って くる水 牛 に平 然 と立 ち向か う と、マ ー ゴ ッ

  トは背 後 の車 の上 か ら水 牛 を狙 うが 、 夫 を誤 って射殺 して しま うか 、水 牛 を狙 うふ りを して夫 を射

 殺 して し まう。マ ー ゴ ッ トが夫 を故 意 に射 殺 した か どうか を曖 昧 に した 点 には、 ヘ ン リー ・ジ ェイ

 ムズ （Henry James） が 「ね じの 回転 」 （“The Turn of the Screw,”1898） を曖 昧 に した方 が よい

  と考 えた こ とが底 流 にあ った （James R. Mellow, Hemingway,A Life Without Consequences

  （Reading, Massachusetts:Addison-Wesley Publishing Company,1992）447－48） 。 「フラ ン シス ・

 マ コーマ ー の短 い幸福 な生涯 」 は、 恐怖 の古典 的研 究 の一 つ で あ る とす る見 方 もあ る。 この解 釈 に

 立 脚 すれ ば、 ソマ リアの こ とわ ざ 「勇敢 な人 は ライオ ンに三度 怯 え る。」が強 調 され る。 それ は初 め

 て ライオ ンの足 跡 をみた とき、初 めて ラ イオ ンの 砲曜 をきい た とき、初 め て ライオ ンに直 面 した と

  きの三 度 で あ る。 この こ とわ ざの具 現者 こそ 、臆病 な人 間 か ら勇 敢 な人 間 に豹変 す るフ ラ ン シス ・

 マ コーマ ーで あ る （Mellow 446－47）。 マ コーマ ー （Macomber） とい う名 字 は、 『ア フ リカ の緑 の

 丘 』 の中 でヘ ミング ウ ェイが 自己 を同一 化 した ブ ワナ ・ム ク ムバ （B'wana M'Kumba） とい う現 地

 語 に由来 す る。



4 Bernice Kert, The Hemingway Women（New York:W.W. Norton＆Company,1983）275.

5 Kenneth S. Lynn, Hemingway（Cambridge, Massachusetts:Harvard U.P.,1998）432.

6 ヘ ミング ウェイ とジェー ン ・メイ ソ ン との ロマ ンス は、 ほの めか され る こ とはあ るが 、強 調 された

  こ とは これ まで一 度 もな い とい われ て い る。しか し、ジ ェー ンの四人 目の夫 ア ー ノル ド・ギ ング リッ

  チ は、二 人 の間 に熱烈 な恋 愛 関係 が あ った こ とを認 め て い る。Denis Brian, The True Gen An

  Intimate Portrait of Hemingway by Those Who Knew Him （New York:Grove Press,1988）

  88.

7 当時 の クー リッジ （Coolidge） 大統 領 （1923－29）は 、 ジ ェー ン・メイ ソ ンの ことを ホ ワイ トハ ウス

  を訪 れ た こ との ある人 の 中 で最 も美人 で あ る と語 って い た （Jeffrey Meyers, Hemingway: A

  Biography（New York:Harper＆Row, Publishers,1985）242） 。 グ レー ス ・ケ リー （1929－82）

  は、 米 国 の映 画女 優 で、 モ ナ コ公国 の王 妃 とな る （1956）。交 通事 故 で死 亡 した。

8 バ ーニ ス ・カー トはジ ェー ン ・ウェル シ ュで はな く、 ジ ェー ン ・コイル （Jane Coyle） として生 ま

  れ た と述べ て、全 く異 な る見 解 を示 してい るが 、相 違 の 原 因 はは っ きりしない。Kert 235.

9 ジェー ン自身 はバ ン ビィ とパ トリ ックの二人 の子 供 を車 に乗 せ て いた と証 言 してお り （Brian 83）,

  この説 を支持 して い る研 究者 もい る （Kert 249）。 しか し、二 人 の子供 の他 に彼女 の 養子 も乗 せて い

  た こ とは明 らか で あ る。 この事 故 の こ とを翌 日報 じた7月25日 付 けの 『ハ ヴ ァナ ・ポ ス ト』 紙 は、

  同乗 者 と してヘ ミング ウ ェイ の二人 の 息子 の他 に、 ジ ェー ンの 息子 ア ン トニ ー もあ げて い るか らで

  あ る （Michael Reynolds, Hemingway:The 1930s（New York:Scribner's Sons）133） 。 さ ら

  に、 ア ン トニー が 同乗 者 で あ った こ とを裏 づ け る他 の 証 拠 もみつ け られ る。1933年6月4日 の 『ハ

  ヴ ァナ ・ポス ト』紙 は、 ア ン トニ ー ・メ イ ソン との イ ンタ ビュー記 事 を載せ て お り、 そ の中 でア ン

  トニ ー は数 日前 にハ ヴ ァナ の ア ング ロ ・アメ リカ ン病 院 で 、例 の 自動車 事故 によ って引 き起 こされ

  た精 神 的衝 撃 の治療 を受 けた と語 っ てい るか らで あ る （Reynolds 133）。 車が 道路 か らはずれ て、 ど

  こか らあるい は ど こへ落 ちた のか につ い て も諸説 が あ る。谷 間 に落 ちた （Kert 249） あ る いは側 溝

  に落 ちた （Mellow 425） とす る説 の 他 に、 ジ ェー ン 自身 は崖 か ら落 ちた と語 って い る （Brian 86）

  が 、7月25日 付 けの 『ハ ヴ ァナ ・ポ ス ト』紙 は、40フ ィー トの土手 か ら落 ちた としか伝 えて いない

  （Reynolds 132）。

10 自殺 説 に懐 疑 的 な意 見 もあ る。ハ イ マニ タス の邸宅 の二 階 のバ ル コニ ー は地 上 か ら低 い ところ にあ

  る う えに、バ ル コニ ーの下 には芝 生 や灌木 が植 え られ て い るた め、飛 び降 り自殺 す るには選 びそ う

  に ない場 所 であ る とみ られ るか らで あ る（Reynolds 133）。 ジ ェー ンが 飛 び降 りた場所 は、ハ ヴ ァナ

  の彼女 の屋敷 で はな く、 キー ・ウ ェス トのヘ ミング ウ ェイ の邸宅 で あった とい う説 が ある （Charles

  M.Oliver, Ernest Hemingway A to Z（New York:Checkmark Books,1999）214） 。 しか し、

  『ハ ヴ ァナ ・ポ ス ト』紙 の報 道 は、 この説 が誤 って い る こ とを証 明 して い る。

111934年 キ ュー ビ ィ博士 は 『サ タデ イ ・レ ビュー ・オ ブ ・リテ ラ チ ュア』誌 の主筆 で彼 の友 人 で もあ

  るヘ ン リー ・サ イデ ル ・キ ャ ン ビィ （Henry Seidel Canby） の提 案 に よって、 「神経 症 的性質 の近

  代 文 学」に精神 分析 の原理 を適 用 した一連 の論 文 を書 いた 。彼 は最 初 の論文 で は、ウ ィ リァム ・フ ォー

  クナー （William Faulkner） の 『サ ンクチ ュア リー』 （Sanctuary,1931） を分析 し、第二 の論 文 で

  はアー ス キ ン・コール ドウ ェル （Erskine Caldwell） の 『神 の小 さな土 地』 （God's Little Acre,1933）

  を探 求 し、第 三 の論文 で はヘ ミング ウェイ の 『日は また昇 る』 （The Sun Also Rises,1926） 、 『武器

  よさ らば』 （AFarewell to A rms,1929） 、 『午 後 の死 』 （The Death in the Afternoon,1932） 、 『女 の

  い な い男た ち』 （Men Without Women,1927） 、 『勝 者 は何 も得 じ』 （Winner Take Nothing,1933）

  を考 究 した 。 キ ュー ビィ博 士 は ジェー ンの主 治 医 で あ り、彼 女 とヘ ミングウ ェイ との関係 を知 る立

  場 に あ ったの で、彼 女 自身 厄介 な 問題 に巻 き込 まれた と感 じた し、ヘ ミング ウェ イに も迷惑 をか け

  て しま った と感 じて取 り乱 して し まった。 キ ュー ビィ博 士 の一件 は、彼 女が リチ ャー ド ・クーパ ー

  に夢 中 にな ってい た直後 の こ とで あ ったの で、 ジェ ー ンに対 す るヘ ミングウ ェイの情 熱 を冷 却 させ

  て し まうの に拍 車 をか けた か もしれ ない （Kert 70－71）。 ヘ ミング ウェイの作 品 に関 す る キュー ビィ

  博 士 の論文 は、ヘ ミング ウ ェイ に出版 を差 し止 め られ たた め、彼 の死 後 の1984年 まで刊 行 され なか っ

  た （Meyers 247）。



12ヘ ミング ウ ェイ はキ ューバ 海域 へ 釣 りに出 か けた ときには、 ハ ヴ ァナ の ア ン ボス ・ム ン ドス ・ホ テ

  ル に宿 泊 したが 、 ジ ェー ンは欄 間 へ よ じ登 っ て、 そ こか ら彼 の部 屋 の 中 へ入 って くるの が好 きだ っ

  た、 と後 にヘ ミングウ ェイ は息子 の ジ ャ ツク ・ヘ ミン グウ ェイ に 自慢 げ に語 った （Kert 249）。

13タ ンガ ニ ー カ狩 猟 ガ イ ド有 限 会 社 の ケ ニ ヤ 方面 の管 理 人 で、1909年 に セ オ ドア ・ロ ーズ ベ ル ト

  （Theodore Roosevelt） のガ イ ド役 を務 め た こ ともあ る伝 説 的 な フ ィ リップ ・パ ー シヴ ァル （Philip

  Percival） が ヘ ミングウ ェイ一行 の ガ イ ドを引 き受 けた。パ ー シヴ ァル は1919年 以来 ケニ ヤ に住 み、

  ナイ ロ ビの南20マ イ ルの ところに あ るマ チ ャ コス の ボサ ・ヒル で 大 きな農 場 を経 営 して いた 。 ヘ ミ

  ングウ ェイー行 はそ こに滞在 した （Kert 264）。

14ヘ ミン グウ ェイ は 「フラ ンシ ス ・マ コーマ ー の短 い幸福 な生 涯 」 に登場 す る 白人 ハ ンタ ーの ロバ ー

  ト・ウ ィル ソ ンにフ ィ リップ ・パ ー シヴ ァル の容 姿 の他 に、 ブ ロー ル ・フ ォ ン ・ブ リク セ ンの い く

  つか の習癖 を付 与 した。 例 え ば、 幸運 な ダブル の簡 易ベ ッ ドを所 持 して いた の は ブ リク セ ンで あ っ

  た し、 ウ ィル ソンの シニ シズム と女遊 び もブ リク セ ンに基づ いて い た。

15ブ ロー ル ・フォ ン ・ブ リクセ ン男 爵 は、 タ ンガ ニー カ狩猟 ガ イ ド有 限会 社 の タ ンガ ニ ー カ方面 の管

  理人 で あ った。

16 リチ ャー ド （デ ィッ ク）・クーパー は、 その 当時 ジ ェー ンの ボー イ フレ ン ドで あ った。 彼 はナ イ ロ ビ

  にプ ラ ンテー シ ョン を所 有 してお り、 大物 狩 りの ハ ンター で あ った 。 「彼 は私 に会 い に ア メ リカへ

  や って きて、ア フ リカのハ ンテ ィ ング につ いてヘ ミング ウ ェイ に話 を した。」、とジ ェー ン は 自 ら語 っ

  て い る （brian 88）。 ジェー ン はサ フ ァ リに出 か けた とき、 クー パ ー大 佐 所属 のマ ンヤ ラ湖 を見 渡 せ

  る涼 しい魅 力的 な家 に滞在 す る ことに なった 。 ジ ェー ンの四 人 目の夫 ギ ング リッチ は、 彼 女が クー

  パ ー大佐 とも不 倫 の 関係 にあ った こ とを認 め てい る （brian 88）。 大 佐 は後 に酔 っ て い る間 に浅 い

  プ ール で溺死 した （Brian 88）。

17『 持 つ と持 た ぬ と』は、1933年9月 に マ ドリー ドで書 き始 め られ て 、翌 年 の4月 の 『コズ モ ポ リタ ン』

  誌 に発表 された 「横 断の旅 」 （“One Trip Across” ） と、2年 後 の36年2月 の 『エ ス クワ イ ア』 誌 に

  掲載 され た続 編 と もい うべ き 「商 人 の帰 還 」 （“The Tradesman's Return” ） の二編 に大 幅 に手 を加

  えて、1937年10月 に長 編小 説 として出版 され た作 品 で あ る。 『持 つと持 た ぬ と』は、 一 面 か らみれ ば

  1930年 代 の経 済不 況 を背景 に、金持 ち と貧乏 人 の生活 を対 照 させ て 、主人 公 ハ リー ・モ ー ガ ン （Harry

  Morgan） の不運 な 出来事 を描 い た作 品で ある とい え る。 しか し、 それ 以上 に、 この小 説 は モー ガ ン

  が個人 主義 の敗北 を認 め て社 会 的 開眼 を果 た すが 、 その点 を認 識 す る に は長 い時 間 と一人 の人 間 の

  全生命 と全 生 涯 をか け る必 要が あ った こ とを強調 した作 品で あ る。

18「 持 つ もの」 の一人 で あ る リチ ャー ド・ゴ ー ドンは、実 生活 で は労働 者 が 直面 して い る苦難 とは無 縁

  な生活 を送 って お り、 まじめ な作 家 とは到底 い い難 い。第21章 で描 か れ て い るゴ ー ドンの妻 ヘ レ ン

  （Helen） の 強烈 な独 白 は、 夫 の堕落 した生 き方 に対 す る最 も激 しい糾 弾 で あ る。
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